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昨
年
11
月
か
ら
工
事
の
た
め
閉
館
し
て
い

た
ト
キ
資
料
展
示
館
が
、
こ
の
た
び
３
月
19

日
㈬
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

試
験
放
鳥
を
目
前
に
し
て
、
展
示
内
容
を
大

幅
に
見
直
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
資
料
展
示
館

　

な
ぜ
、
野
生
の
ト
キ
が
絶
滅
し
た
の
か
、

全
鳥
捕
獲
か
ら
始
ま
っ
た
ト
キ
保
護
の
取
組

み
、
野
生
復
帰
に
向
け
て
の
取
組
み
、
人
と

生
き
も
の
が
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
意
義

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
展
示

内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

展
示
パ
ネ
ル
に
限
ら
ず
、
五
感
を
使
っ
て

「
ト
キ
」
を
体
感
で
き
る
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を

は
じ
め
、
映
像
シ
ア
タ
ー
で
は
、
優
優
（
ユ

ウ
ユ
ウ
）
の
成
長
記
録
と
野
生
復
帰
に
向
け

た
取
組
み
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
観
察
回
廊

　

以
前
の
観
察
回
廊
は
、
屋
根
が
か
か
っ
た

だ
け
の
開
放
型
で
し
た
が
、
壁
を
設
置
し
密

閉
型
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
空
調
設
備
を
設

置
し
、
一
年
中
、
快
適
な
環
境
で
ト
キ
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ト
キ
資
料
展
示
館

【
所
在
地
】
新
穂
長
畝
３
８
３
‐
２　

☎
22
‐
４
１
２
３

【
開
館
時
間
】　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
入
館
締
切　

午
後
４
時
30
分
）

【
休
館
日
】　

毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
火
曜
日
休
館
）
／
年
末
年
始
12

月
29
日
〜
１
月
３
日

【
協
力
費
】　

大
人
／
１
人
２
０
０
円
（
一
般
・
高
校
生
）

小
人
／
１
人
１
０
０
円
（
中
学
生
・
小
学
生
）

　

ト
キ
資
料
展
示
館
で
は
入
館
の
際
、
周
辺

自
然
環
境
の
保
全
と
整
備
の
た
め
に
「
環
境

保
全
協
力
費
」
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
市
役
所　

環
境
課　

ト
キ
推
進
室

　
　

☎
63
‐
３
１
１
３

ト
キ
資
料
展
示
館
（
ト
キ
の
森
公
園
）
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トキ訓練の現場から②「電気自動車がやってきた」
佐渡トキ保護センター野生復帰ステーション　井澤　正人

　２月13日雪の降る中、野
生復帰ステーションに強
力な助っ人がやってきまし
た。軽トラ四輪駆動仕様の
電気自動車です。
　昨年７月10日に開催され

た「野生復帰ステーション・トキ放鳥式」において、(株)北越
銀行様と北銀まごころの会様から新潟県知事に寄贈された
自動車で、車種の検討や注文、生産、登録手続き等を経てよ
うやく納車になったものです。
　野生復帰ステーションは敷地が広く、ケージなどの施設が
管理棟から離れているため資材や餌ドジョウの運搬に車は
欠かせません。今までは車が１台しかなく、トキの飼育管理に
優先的に使用していたため、出張など、場合によっては自家
用車の使用もありましたが、それも解消されることになります。
　また、電気自動車の特
徴である「静かさ、排ガ
スゼロ」は、環境に優し
い車であり、野生復帰ス
テーションにふさわしい車
と言えます。

観察回廊…�窓ごしに繁殖ケージの�
トキを観察できます。


